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Arcserveへのお問い合わせ

Arcserveサポート チームは、技術的な問題の解決に役立つ豊富なリソースを提

供します。重要な製品情報に簡単にアクセスできます。

Arcserveへのお問い合わせ

Arcserveのサポート：

Arcserveサポートの専門家が社内で共有しているのと同じ情報ライブラリに

直接アクセスできます。このサイトから、弊社のナレッジベース( KB) ドキュメント

にアクセスできます。ここから、重要な問題やよくあるトラブルについて、製品

関連 KB技術情報を簡単に検索し、検証済みのソリューションを見つけること

ができます。

弊社のライブチャット リンクを使用して、Arcserveサポート チームとすぐにリアル

タイムで会話を始めることができます。ライブチャットでは、製品にアクセスした

まま、懸念事項や質問に対する回答を即座に得ることができます。

Arcserveグローバルユーザコミュニティでは、質疑応答、ヒントの共有、ベスト

プラクティスに関する議論、他のユーザとの対話に参加できます。

サポート チケットを開くことができます。オンラインでサポート チケットを開くと、

質問の対象製品を専門とする担当者から直接、コールバックを受けられま

す。

また、使用している Arcserve製品に適したその他の有用なリソースにアクセスでき

ます。

https://www.arcserve.com/support
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第1章 :紹介

Arcserveサイバーレジリエンスストレージは、既存のUDP 10.xインストールを補

完し、データをサイバー攻撃から保護し、サイバーセキュリティコンプライアンスの

整合性を維持するのに役立ちます。Arcserveサイバーレジリエンスストレージを

使用すると、オンプレミスストレージエンドポイント上のデータストア全体のイミュー

タブルスナップショットを取得して、ランサムウェアやその他の脅威に対する保護を

強化できます。

Arcserveサイバーレジリエンスストレージは、イミュータブルスナップショットを利用

してデータを保護し、変更および回復を不可能な状態に保ち、以下を提供しま

す。

UDPの安全で占有量の少ないストレージデスティネーション

不正な変更から保護されるイミュータブルスナップショットによるデータの整

合性

ソフトウェアRAIDを使用する場合にCRS RAIDボリュームを作成するオプショ

ン

Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバは、シェルまたは CRS CLI とも呼ば

れるコマンド ラインインターフェース( CLI) を通じて管理されます。詳細については、

「コマンド リファレンスガイド」を参照してください。

注：このドキュメントには、以下の略語が含まれています。

CRS：Arcserveサイバーレジリエンスストレージ

CRSサーバ：Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバ

CRSデータストア：Arcserveサイバーレジリエンスデータストア

CRS CLI：Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバ CLI
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第2章 :概要

このマニュアルでは、Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバ( CRSサーバと

も呼ばれる)のインストールとセットアップについての包括的なチュートリアルを提供

します。以下について説明します。

ハードウェアおよびネットワークの前提条件

インストールの種類

初期設定

ネットワークおよびストレージのセットアップ

セキュリティとユーザ管理

このインストールガイドは、Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバのイン

ストール、設定、および使用開始を支援することを目的としています。

第2章 :概要 2



第3章 :インストール前のチェックリスト

このセクションでは、Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバをインストー

ルして設定するための前提条件について説明します。以下の内容が含まれま

す。

ハードウェア要件 4

ネットワーク要件 9

第3章 : インストール前のチェックリスト 3



ハードウェア要件

ハードウェア要件

このセクションでは、Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバのインストー

ルと管理に関する推奨ハードウェア仕様について説明します。これには、CPU、メ
モリ、ストレージ メディア、およびネットワークインターフェースに関する考慮事項が

含まれます。

Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバのセットアップを検討する際は、

以下の点に注意してください。

データストレージは、いくつかのドライブ障害でもデータが失われないように

冗長である必要があります。

データストレージの冗長性を確保するには、ハードウェアRAIDまたは CRS
RAIDを使用して、3つ以上のディスクからソフトウェアRAIDを作成します。

注：ハードウェアRAID とソフトウェアRAIDの比較については、「ソフトウェア

RAID とハードウェアRAID」を参照してください。

Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバの現在のバージョンは、

RedHatバージョン 9 64ビット ( x86_64)で認定されたハードウェアコンポーネ

ントをサポートしています( リンクを参照 )。

OSの冗長性を確保するには、ハードウェアRAIDを使用します。

注：ハードウェアRAIDはユーザ側で管理できます。

現在のバージョンのArcserveサイバーレジリエンスストレージは、3種類のスト

レージ展開をサポートしています。

OSおよびデータストレージ用ハードウェアRAID

OS用ハードウェアRAIDおよびデータストレージ用複数ディスク

OS用単一ディスクとデータストレージ用複数ディスク

最小ハードウェア要件 5

ハードウェアRAID設定の要件 6

CRS RAID設定の要件 7
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https://docs.redhat.com/en/documentation/red_hat_enterprise_linux/4/html/system_administration_guide/redundant_array_of_independent_disks_raid-hardware_raid_versus_software_raid
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https://catalog.redhat.com/en/search?searchType=Hardware&certified_RedHat_Platforms=Red+Hat+Enterprise+Linux&certified_architectures=x86_64&certified_versions=Red+Hat+Enterprise+Linux+9


ハードウェア要件

最小ハードウェア要件

このセクションでは、Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバのインストー

ルと管理に関する最小推奨ハードウェア仕様について説明します。

最小ハードウェア要件は以下のとおりです。

オペレーティングシステムが検出可能な 2つのディスクまたはボリューム

オペレーティングシステムの最小ディスク容量 25 GB

オペレーティングシステムとデータストア用の別々のディスク

Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバの現在のバージョンは、

RedHatバージョン 9 64ビット ( x86_64)で認定されたハードウェアコンポーネ

ントをサポートしています( リンクを参照 )。
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ハードウェア要件

ハードウェア RAID設定の要件

以下の表に、ハードウェアRAID設定を使用する環境の要件を示します。

重要：以下の各 RAID設定は、使用可能な容量、RAWディスク容量、および

ディスク数を組み合わせて作成されます。異なる組み合わせを使用して、同じ設

定を作成できます。

RAWディス

クごとのサイ

ズ( TB単

位 )

RAID5ボリュームの使用可能

容量 ( RAWディスク 5台使用

時、3.2%バッファなし) ( TB単

位 )

物

理

CPU

推奨

CPU コ

ア(最
小 )

RAM
( GB単

位、最

小 )
1 3.872 1 1 8
2 7.744 1 1 12
4 15.488 1 2 16
6 23.232 1 3 22
8 30.976 1 4 32
10 38.72 1 4 36
12 46.464 1 5 48
14 54.208 1 6 48
16 61.952 1 7 64
18 69.696 1 7 64
20 77.44 1 8 64
22 85.184 1 10 72
24 92.928 1 10 72
26 100.672 1 12 86
28 108.416 1 12 98
30 116.16 1 14 104
32 123.904 1 14 128
36 139.392 1 16 144

注：

環境にハードウェアRAIDアダプタがある場合、Arcserveは CRS RAIDの代わ

りにハードウェアRAIDアダプタを使用することをお勧めします。

Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバの現在のバージョンは、

RedHatバージョン 9 64ビット ( x86_64)で認定されたハードウェアコンポーネ

ントをサポートしています( リンクを参照 )。
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ハードウェア要件

CRS RAID設定の要件

Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバは、他の従来のRAIDアレイより

も CRS RAID設定を使用します。これは、CRS RAIDによりデータの整合性が向上

し、RAID 5の書き込みホールが排除され、ストレージ管理の柔軟性が向上するた

めです。

以下の表に、CRS RAID設定を使用する環境の要件を示します。

重要：以下の各 RAID設定は、使用可能な容量、RAWディスク容量、および

ディスク数を組み合わせて作成されます。異なる組み合わせを使用して、同じ設

定を作成できます。

使用可能な

ストレージ容

量 ( TB)
( 3.2%バッ

ファなし)

合計

RAW容

量

ディスクごと

のRAWディ

スク容量*

ディ

スク

数*

推奨 CPU
コア

推奨

RAM( GB
単位 )

物理

CPUの

最小数

1.936 3 1 3 1 6 1
3.872 6 2 3 1 7 1
7.744 12 4 3 1 10 1
11.616 18 6 3 2 13 1
15.488 24 8 3 2 16 1
19.36 30 10 3 2 19 1
23.232 36 12 3 3 22 1
30.976 48 16 3 4 28 1
34.848 54 18 3 4 31 1
38.72 60 20 3 4 34 1
46.464 72 24 3 5 39 1
54.208 84 28 3 6 45 1
61.952 96 32 3 7 51 1
69.696 108 36 3 7 57 1
77.44 100 20 5 8 63 1
92.928 120 24 5 10 74 1
108.416 140 28 5 11 86 1
123.904 160 32 5 13 97 1
139.392 180 36 5 14 109 1
162.624 196 28 7 17 126 1

注：
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ハードウェア要件

ディスクを追加する前に、以前使用したファイルシステムが含まれていない

ことを確認してください。Arcserveでは、新しいディスクまたは完全に消去さ

れたディスクを使用することをお勧めします。

バッファのデフォルト使用可能容量が少なくとも 3.2%(最小 128 MB、最大

128 GB)であることを確認します。

バッファは、以下の理由で重要です。

プールのオーバーフィルとシステムの不安定性の防止

削除、スナップショット、メタデータなどの重要な操作を完了できる

メタデータやスペースマップなどの内部構造をサポート
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ネットワーク要件

ネットワーク要件

ArcserveサイバーレジリエンスストレージサーバがUDPおよび RPS と通信するた

めのネットワーク要件は以下のとおりです。

少なくとも 1枚のネットワークインターフェースカード( NIC)。ほとんどのインス

トールでは、これはイーサネット インターフェースで、DHCP (自動 IP割り当

て)用に設定するか、静的 IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、DNSを使

用して手動で設定できます。

サポートされているネットワークカード。「RedHat Catalog」を参照してくださ

い。

標準インストールの場合、セットアップ中にネットワークケーブルが接続さ

れ、インターフェースが有効になっていることを確認してください。

セキュリティのためにArcserveサイバーレジリエンスストレージサーバがセグ

メント化されたネットワークに展開されている場合、追加のポートを開いて

通信とデータ転送を有効にします。これらのポートにより、UDP とArcserveサ
イバーレジリエンスストレージサーバの両方のセグメント化されたネットワー

ク間の通信が可能になります。

以下のポートが開いている必要があります。

ポート番号 22 - Arcserveサポートがサポート トンネル経由でログイン

するためのアウトバウンド

ポート番号 443 -更新の確認およびインストールのためのアウトバウン

ド

ポート番号 5000 〜 5099 -インバウンド データトラフィック用

注：

バージョン 1.0では、ネットワーク結合はサポートされていません。

Red Hat 9 Hardware Catalogのほとんどの標準ネットワークインターフェース

カードは、バージョン 1.0で動作します。今後のリリースで、SFP、SFP+、
QSFP、QSPF48、および Fiber Channel HBAがサポートされる予定です。
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https://catalog.redhat.com/search?searchType=hardware&type=Network%20Adapter%20Collection&p=1


第4章 : Arcserveサイバーレジリエンスストレージ サー

バのインストール方法

このセクションでは、Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバのインストー

ルおよび設定に関する情報とベスト プラクティスについて説明します。また、サーバ

を設定し、定義された保存期間の間、データが安全かつ確実に変更されないよ

うにする手順についても説明します。

重要：Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバをインストールまたは更新

するとき、またはシステム時刻を同期するときは常に、システムがインターネットに

接続されていることを確認してください。

具体的に、このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ISOファイルのダウンロード 11

ブート可能メディアの作成 12

トラブルシューティングオプション 13

Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバのインストール 14

新しいバージョンのArcserveサイバーレジリエンスストレージサーバへのアップグレー
ド 23

インストール環境の復旧 25

第4章 : Arcserveサイバーレジリエンスストレージ サーバのインストール方法 10



ISO ファイルのダウンロード

ISO ファイルのダウンロード

Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバ ISOファイルは、以下のいずれか

の方法でダウンロードできます。

クラウド コンソールで、［復旧ポイント サーバ］ページの［アクション］メニューか

ら［試す］をクリックします。［Arcserveサイバーレジリエンスストレージ トライ

アル］ページが開きます。名前、会社情報、電子メールアドレスを入力し、

［送信］をクリックします。Arcserve営業チームからご連絡します。

［サポート］ページを開きます。［製品］から［Arcserve CRS］をクリックし、

［Arcserveサイバーレジリエンスストレージのダウンロードリンク］をクリックしま

す。

UDPコンソールの［復旧ポイント サーバ］ページで、復旧ポイント サーバを右

クリックし、メニューから［追加Arcserveサイバーレジリエンスデータストア］の
横にある［試す］をクリックします。［Arcserveサイバーレジリエンスストレージ

トライアル］ページが開きます。名前、会社情報、電子メールアドレスを入

力し、［送信］をクリックします。Arcserve営業チームからご連絡します。
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ブート可能メディアの作成

一般的に利用可能なツールを使用して、Arcserveサイバーレジリエンスデータス

トレージサーバの ISOファイルからブート可能メディアを作成できます。

注：ブート可能 USB ドライブを作成するときに、ツールにDDモードまたは ISOモー

ドのいずれかを選択するオプションが表示されている場合、DDモードを選択しま

す。

以下の手順に従います。

1. Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバの ISOファイルをダウンロード

します。

2. 必要なツールを選択して、ブート可能メディアを作成します。

3. 目的のブート可能メディア( USBドライブ、DVD、またはブルーレイディスク)を
挿入します。

重要：この操作により、リムーバブルメディア上のすべてのデータが消去され

ます。

4. ツールの指示に従って ISOファイルとメディアを選択し、ブート可能メディアを

作成します。

ブート可能メディアから起動するには、コンピュータを再起動し、ブート メニューから

メディアを選択します。
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トラブルシューティングオプション

トラブルシューティングオプション

インストーラの実行中にインストールのトラブルシューティングを行うには、以下の

手順に従います。

Ctrl + B + 1キーを押す - メインインストールウィンドウに移動します。

Ctrl + B + 2キーを押す -シェルに移動します。

Ctrl + B + 3キーを押す -ログに移動します。

Ctrl + B + 4キーを押す -ストレージログに移動します。

Ctrl + B + 5キーを押す -プログラムログに移動します。

注：ウィンドウを切り替えるには、Alt + Tabキーの組み合わせを使用します。
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Arcserveサイバーレジリエンスストレージ サーバのイン

ストール

このセクションでは、Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバのインストー

ルして初期設定を完了する方法について説明します。

以下の手順に従います。

1. ブート可能メディアから ISOファイルを起動します。

2. 表示されたオプションから、［Arcserveサイバーレジリエンスストレージサー

バ］を選択します。

インストーラに、オペレーティングシステムのインストールに使用できるディスク

のリストが事前選択され表示されます。デフォルトで、最初に初期化された

ディスクが選択されます。

3. 別のディスクを選択するには、いずれかのキーを押してカウントダウンを停止

してから、ディスク番号を入力し、Enterキーを押して選択します。

インストーラはOSのインストールを完了し、シャットダウンします。

4. Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバをオンにし、以下のデフォル

ト認証情報を使用してログインし、初期設定を完了します。

ユーザ名：arcserve

パスワード：arcserve

詳細については、「初期設定の完了」を参照してください。

初期設定の完了 15

ストレージの設定 17
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初期設定の完了

このセクションでは、インストール後のArcserveサイバーレジリエンスストレージ

サーバの初期設定について説明します。初期設定を完了するには、以下の手

順が必要です。

a. super adminアカウントの作成

b. タイムゾーンの選択

c. (オプション)ホスト名の変更

d. (オプション)ネットワークインターフェースの変更

e. (オプション)ストレージプールのセットアップ

注：初期設定が中断された場合は、デフォルトの認証情報を使用して CLI
にログインすると、中断したところから再開できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバを再起動します。

2. インストール後に初めて Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバに

ログインするには、ログインプロンプトで、ユーザ名とパスワードの両方に

「arcserve」と入力し、Enterキーを押します。

注：これらの認証情報は、初期設定を完了すると削除されます。次回のロ

グイン時には、次の手順で作成する superadmin認証情報を使用します。

3. Super Adminアカウントを作成してログインするには、ユーザ名とパスワードを

入力し、プロンプトが表示されたらパスワードを確認して、Enterキーを押し

ます。

注：

パスワードは 8文字以上で、大文字、小文字、数字が含まれている

必要があります。

パスワードのリセットオプションは、このアカウントでは使用できません。

サポートが必要な場合は、Arcserveサポートにお問い合わせくださ

い。

4. Arcserveサイバーレジリエンスストレージシステムのタイムゾーンを設定する

には、矢印キーを使用して利用可能なタイムゾーンを移動し、Enterキーを

押して必要なタイムゾーンを選択します。

注：目的のタイムゾーンがリストにない場合は、［UTC］を選択します。

5. ホスト名を変更するには、プロンプトで「Yes」と入力し、新しいホスト名を入

力します。ホスト名を変更せずに続行するには、「No」と入力します。
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注：ホスト名は、文字、数字、ハイフンを使用して 1 〜 64文字で指定しま

す。ハイフンで開始または終了できません。

6. ネットワークを変更するには、プロンプトが表示されたら「Yes」と入力して変

更するネットワークインターフェースを選択し、ネットワーク方式として［自動］
を選択します。ネットワークインターフェースを変更せずに続行するには、

「No」と入力します。

DHCPが使用可能で、ネットワーク設定方式として優先する場合は、［自
動］を選択します。

Arcserveサイバーレジリエンスストレージを展開するネットワークセグメント

がDHCPをサポートしていない場合は、［手動］を選択します。以下の情報

があることを確認します。

使用する IPアドレス( CIDR表記のみを使用 )

デフォルト ゲートウェイ

7. 以下のいずれかを実行します。

初期ストレージプールを設定するには、プロンプトで「Yes」と入力し、

以下を実行します。

a. 初期ストレージプールの名前を入力します。

b. RAID/ディスク設定を選択します。ソフトウェア CRS RAIDのディス

クを選択するには、矢印キーを使用して強調表示し、スペース

バーを押します。追加するディスクごとに繰り返します。

注：新しい CRS RAIDボリュームを作成するには、少なくとも 3つ
のディスクまたは 1つのハードウェアRAIDディスクを選択します。

サポートされている RAID設定は、1ディスクのハードウェアRAID
設定と 3ディスクのソフトウェア CRS RAID設定です。

ストレージプールを作成せずに続行するには、「No」と入力します。後

で CLIからプールを作成できます。詳細については、「ストレージプー

ルの作成」を参照してください。

インストールプロセスのリカバリ中に既存の非アクティブなストレージ

プールをインポートするには、「既存のストレージプールのインポート」

を参照してください。

これで初期設定は完了です。
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ストレージの設定

Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバに追加のストレージを設定する

と、不変性の保証を維持し、サービスの中断を回避し、既存のデータ構造および

アクセスポリシーとのシームレスな統合を実現できます。このプロセスには、システ

ムの互換性、データの整合性、パフォーマンスへの影響、規制準拠に重点を置

いて、Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバでストレージを拡張するため

の重要な手順とベスト プラクティスが含まれます。

以下の図は、UDPでストレージを設定するための一般的なプロセスワークフローを

示しています。
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命名規則

データセットやプールなど、Arcserveサイバーレジリエンスストレージコンポーネント

に名前を付ける場合は、以下のルールに従ってください。

コンポーネント名に使用できるのは英数字のみです。

コンポーネント名には以下の特殊文字を含めることができます。

アンダースコア( _)

ハイフン( -)

コロン( :)

ピリオド( .)

プール名は文字で始まる必要があり、以下の制限があります。

使用できる文字は、英数字とアンダースコア( _)、ダッシュ( -)、ピリオド

( .)のみです。

開始シーケンス c[0-9]は使用できません。

log という名前は予約されています

mirror、raidz、raidz1、raidz2、raidz3、またはspareで

始まる名前は、予約されているため使用できません。

プール名にはパーセント記号 ( %)を使用することができません。

データセット名は以下を使用できません。

英数字で始まる

パーセント記号 ( %)を含む

空のコンポーネントは使用できません。
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ストレージ プールの作成

このセクションでは、ディスクをプールに追加してストレージを作成する方法につい

て説明します。

注：ソフトウェアRAID設定では、少なくとも 3つのディスクが必要です。

以下の手順に従います。

1. Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバにログインします。

2. コマンド プロンプトで以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

disk list

既存のディスクのリストが表示されます。

3. 次に、以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

pool create [-h] -n NAME -d DISKS [DISKS ...] [-f | --force | --no-force]

各項目の説明

-n, --name

プールの名前。

-d, --disks

プールに追加するディスクの名前。

注：ディスク名をスペースで区切ることで、複数のディスクを追加できま

す。

-f, --force, --no-force

警告を無視してプールの作成を強制する。既存のディスクデータを上

書きする可能性があります。

デフォルト：False

注：ディスクを追加するときに、以下のエラーが発生する場合があります。

「ディスクには既存のデータがあります。」

「ディスクは使用中ですが、不明なファイルシステムが含まれています。」

「異なるサイズのディスクが指定されています。プール内のすべてのディスクの

使用量は、最小のディスクのサイズに制限されます。」

既存のデータを削除するには、以下のコマンドを使用します。

pool create --force

指定したディスク上にストレージプールが作成されます。
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プール関連のコマンドの詳細については、「コマンド リファレンスガイド」

の「pool」を参照してください
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ファイルシステムの作成

このセクションでは、ファイルシステムの作成方法について説明します。

以下の手順に従います。

1. Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバにログインします。

2. コマンド プロンプトで以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

filesystem list

既存のファイルシステムのリストが表示されます。

3. 次に、以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

filesystem create -p [POOL] -n [NAME]

各項目の説明

-p, --pool

プールの名前。

-n, --name

ファイルシステムの名前。

-m, --mount, --no-mount

作成後にファイルシステムをマウントする。

デフォルト：True

ファイルシステムが作成されます。

4. ファイルシステムが作成されたかどうかを確認するには、以下のコマンドを入

力し、Enterキーを押します。

filesystem list
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注：ファイルシステムに関連付けられたポート番号は、UDPおよびクラウド コ

ンソールで Arcserveサイバーレジリエンスデータストアを追加またはイン

ポートするときに使用されます。

ファイルシステム関連のコマンドの詳細については、「コマンド リファレンスガイ

ド」の「filesystem」を参照してください。
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新しいバージョンのArcserveサイバーレジリエンススト

レージ サーバへのアップグレード

このセクションでは、Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバを古いバー

ジョンから最新バージョンにアップグレードする方法について説明します。

注：更新を続行する前に、すべてのプランおよびポリシーが一時停止/停止されて

いることを確認してください。

以下の手順に従います。

1. Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバにログインします。

2. コマンド プロンプトで以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

update config show

チャネルとタグが表示されます。

3. 以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

update check

利用可能な最新の更新がリストされます。

4. 次に、以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

update install

更新後にシステムが再起動するというメッセージが表示されます。

5. 続行するかどうかを尋ねられたら、yキーを押し、次に Enterキーを押しま

す。
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アップグレードが完了し、Arcserveサイバーレジリエンスストレージシェルが

再起動します。
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インストール環境の復旧

このセクションでは、Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバインストール

環境の復旧を実行する方法について説明します。復旧は通常、システムクラッ

シュやOS環境の破損、更新やインストールの失敗が発生した場合に実行されま

す。

重要：環境、手順、および順序を正しく理解せずに復旧プロセスを開始すると、

データが失われる可能性があります。Arcserveでは、追加のサポートおよびガイダ

ンスが必要な場合は、サポートにお問い合わせになることを強くお勧めします。

プロセスを完了するには、以下の手順が必要です。

1. オペレーティングシステムを再インストールします。詳細については、

「Arcserveサイバーレジリエンスストレージのインストール」を参照してくださ

い。

2. 初期設定を完了します。詳細については、「初期設定の完了」を参照して

ください。

3. 既存のストレージプールをインポートします。詳細については、「既存のスト

レージプールのインポート」を参照してください。

4. ファイルシステムのマウント

5. 設定ファイルのリストア

注：手順 4 と 5については、Arcserveサポートにお問い合わせください。

既存のストレージプールのインポート 26
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既存のストレージ プールのインポート

このセクションでは、以前のインストールから既存の非アクティブなストレージプール

をインポートするために必要な手順について説明します。既存のプールのインポー

トは、復旧プロセスの重要な手順であり、ユーザが既存のストレージおよびデータ

にアクセスできるようにします。

復旧プロセスの詳細については、［インストール環境の復旧］を参照してください。

以下の手順に従います。

1. 非アクティブなプールのインポートするように求められたら、「Yes」と入力し、

Enterキーを押します。

非アクティブなプールのリストが表示されます。

2. 矢印キーを使用して移動し、スペースバーを押して必要なプールを選択し

ます。

選択したプールがインポートされます。

3. プールがインポートされたことを確認するには、以下のコマンドを入力し、

Enterキーを押します。

pool list
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第5章 :追加ストレージの設定

インストールと初期設定が完了すると、Arcserveサイバーレジリエンスストレージ

サーバはデフォルト設定で完全に動作できるようになります。ただし、多くの展開で

は、複雑な環境をサポートしたり、パフォーマンスを向上させたり、特定の組織の

要件を満たしたりするために、さらにカスタマイズが必要になる場合があります。

この章では、追加のストレージオプションを設定する方法について説明します。こ

れらの設定は、セットアップの微調整、スケーラビリティの向上、またはシステムを

既存のインフラストラクチャ標準との整合を求めるユーザに推奨されます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

プールへのディスクの追加 28

プール内のディスクの交換 29
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プールへのディスクの追加

このセクションでは、ディスクをプールに追加して追加のストレージを作成するため

に必要な手順について説明します。

以下の手順に従います。

1. Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバにログインします。

2. コマンド プロンプトで以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

disk list

既存のディスクのリストが表示されます。

3. ディスクを追加するには、以下のコマンドを入力して、Enterキーを押しま

す。

pool add-disk [-h] [-n POOL_NAME] -d DISK_NAME [DISK_NAME ...]

各項目の説明

-n, --pool-name

プールの名前。

-d, --disk-name

プールに追加するディスクの名前。

ディスクがプールに追加されます。再同期化プロセスが完了するまで待機

し、以下のコマンドを使用して、プールが使用可能かどうかを確認します。

disk status

新しいディスクがプールに追加されたかどうかを確認するには、以下のコマン

ドを使用します。

disk list

注：新しいディスクをストレージプールに追加しても、すぐには使用できませ

ん。システムは、「再同期化」と呼ばれるプロセスを実行する必要がありま

す。このプロセスでは、プール内の冗長性と整合性を確保するために、新し

いディスクまたは交換されたディスク間でデータをコピーして検証します。デー

タのサイズとハードウェアの速度によっては、このプロセスに時間がかかる場

合があります。ストレージプールは、再同期化プロセスが正常に完了した場

合にのみ完全に操作可能となり、安全に使用できるとみなされます。

プール関連のコマンドの詳細については、「コマンド リファレンスガイド」の

「pool」を参照してください。
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プール内のディスクの交換

プール内のディスクの交換

このセクションでは、ストレージプール内のディスクを交換する手順について説明し

ます。RAIDアレイのストレージディスクは、通常、障害が発生した場合、またはま

もなく障害が発生すると予測されるときに交換されます。

重要：プール内のディスクを交換するときは、RAIDアレイに同じサイズのディスクが

含まれていることが重要です。したがって、小さいディスクをより大きなストレージ容

量のディスクと交換した場合でも、新しいディスクの容量はアレイ内の最小ディスク

のサイズに制限されます。

以下の手順に従います。

1. Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバにログインします。

2. コマンド プロンプトで以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

disk list

既存のディスクのリストが表示されます。

3. ディスクを交換するには、以下のコマンドを入力して、Enterキーを押しま

す。

pool replace-disk [-h] -n POOL -o OLD_DISK -d NEW_DISK

各項目の説明

-n, --pool

置き換えるディスクを含むプールの名前。

-o, --old-disk

置き換えられる古いディスクの名前。

-d, --new-disk

古いディスクを置き換える新しいディスクの名前。

新しいディスクがプールに追加されたかどうかを確認するには、以下のコマン

ドを使用します。

pool list

注：ストレージプール内の既存のディスクを交換しても、すぐには使用でき

ません。システムは、「再同期化」と呼ばれるプロセスを実行する必要があり

ます。このプロセスでは、プール内の冗長性と整合性を確立するために、新

しいディスクまたは交換されたディスク間でデータをコピーして検証します。

データのサイズとハードウェアの速度によっては、このプロセスに時間がかかる

場合があります。ストレージプールは、再同期化プロセスが正常に完了した

場合にのみ完全に操作可能となり、安全に使用できるとみなされます。
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プール内のディスクの交換

プール関連のコマンドの詳細については、「コマンド リファレンスガイド」の

「pool」を参照してください。
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第6章 :ストレージ アラート

このセクションでは、ストレージアラートの概要について説明します。

ストレージアラートの設定は、Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバの

最適なパフォーマンスを維持するために不可欠です。これにより、容量の使用状

況をプロアクティブに監視し、サービスの中断につながる可能性のある予期しない

ストレージの枯渇を回避できます。アラートは、ランサムウェアの試行やシステム障

害などの潜在的な脅威を示す可能性のあるデータ増加、アクセス率、またはエ

ラーログの異常なパターンを特定するのに役立ちます。Arcserveサイバーレジリエ

ンスストレージはデータの変更や削除を防ぐように設計されているため、アラート

は、アクセシビリティに影響を与えることなく、write-once-read-many (WORM)ポリ

シーが確実に適用します。また、アラートで使用状況の傾向をリアルタイムの分

析情報を把握できるため、容量の計画を立てやすくなり、タイムリーなスケーリン

グやアーカイブアクションが可能になります。アラートは、一貫したパフォーマンスと

規制遵守を確実に維持しながら、データの整合性を保護する、早期警告システ

ムとして機能します。

アラートは、以下の問題をトリガできます。

storage-degraded：これは、Arcserveサイバーレジリエンスストレージが最

適な状態で機能しなくなったが、まだ操作可能であることを示します。通常

は、1つ以上のコンポーネント (ディスクなど)に障害が発生したか、正常に

機能していないことを意味し、冗長性が損なわれたり、パフォーマンスが低

下したりします。

storage-error：これは、Arcserveサイバーレジリエンスストレージシステムで

重大な障害または回復不可能なエラーが発生し、データの可用性または

整合性に影響を与えた可能性があることを示します。

storage-state-changed：ストレージシステムのステータスまたは設定が変更

されたことを示します。ストレージシステム自体に問題がある場合とない場

合があります。

system-clock：これは、システムクロックまたは時間同期に問題または不一

致があることを示します。これは、ストレージシステムおよび分散環境に影

響を与える可能性があります。
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アラートの電子メールの設定

アラートの電子メールの設定

このセクションでは、アラートを受信するための電子メールアドレスの設定方法に

ついて説明します。

以下の手順に従います。:

1. Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバにログインします。

2. コマンド プロンプトで以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

email configure [-h] -H HOST [-P PORT] [-u USERNAME] [-n SENDER_
ADDRESS] [-s] [-t] [-x SUBJECT_PREFIX]

各項目の説明

-H, --host

SMTPサーバホスト名

-P, --port

SMTPサーバポート (デフォルト：–sslまたは –starttlsに基づいて

25、465、または 587)

-u, --username

SMTPサーバユーザ名

-n, --sender-address

送信者の電子メールアドレス(デフォルト：username)

-s, --ssl

初期接続を暗号化する

デフォルト：False

-t, --starttls

STARTTLSで接続をアップグレードする( -sslが設定されている場合

は無視される)

デフォルト：False

-x, --subject-prefix

電子メールの件名行に追加するプレフィックス

プロンプトが表示されたら、SMTPサーバのパスワードを入力し、Enter
キーを押します。
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アラートの電子メールの設定

指定した電子メールアドレスは、電子メールアラートを受信するよう

に設定されています。

電子メールの設定が機能するかどうかをテストするには、以下のコマ

ンドを使用して受信者にテスト電子メールを送信します。

email test [-h] -r RECIPIENT_ADDRESS

各項目の説明

-r, --recipient_address

受信者の電子メールアドレス

電子メール関連のコマンドの詳細については、「コマンド リファレンスガ

イド」の「Email」を参照してください。
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アラートの設定

アラートの設定

このセクションでは、アラートを受信するための電子メールアドレスの設定方法に

ついて説明します。

以下の手順に従います。:

1. コマンド プロンプトで以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

alert create [-h] -t TYPE -r RECIPIENTS [RECIPIENTS ...]

各項目の説明

-t, --type

アラートを作成する対象を入力する。詳細については、「ストレー

ジアラート」を参照してください。

-r, --recipients

アラートの受信者のリスト。

指定したアラートの種類が作成され、トリガされるたびに受信者に電

子メールで通知されます。

alertコマンドの詳細については、「コマンド リファレンスガイド」の

「Alert」を参照してください。
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第7章 :セキュリティとユーザ管理

Arcserveサイバーレジリエンスストレージには、インストールを管理するための認

証情報が2セットあります。

以下の表に、ユーザの種類とユーザが実行できる機能を示します。

ユーザの管理 データプレーン認証情報

CLIを使用

した管理

CLIを使用

した管理

データストア通信にAccessKeyIDを使

用

ユーザ キー管理 データストアの作成

ユーザの役

割変更
ネットワーク データストアのインポート

キー ストレージ
読み取り専用データストアを作成するため

にスナップショットをマウント

ネットワーク
エンドポイント

管理
-

ストレージ - -
ユーザ管理 - -

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ユーザ管理の設定 36

アクセスキーの作成 40

第7章 :セキュリティとユーザ管理 35



ユーザ管理の設定

ユーザ管理の設定

このセクションでは、ユーザへの権限の作成、変更、および割り当てる方法につい

て説明します。以下の内容が含まれます。

ユーザの作成 37

ユーザの更新 39
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ユーザ管理の設定

ユーザの作成

このセクションでは、権限を作成して新しいユーザに割り当てる方法について説明

します。

以下の手順に従います。

1. Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバにログインします。

2. コマンド プロンプトで、以下のコマンドを入力します。

user list

既存のユーザのリストが表示されます。

3. 次に、以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

user create [-h] -u USERNAME [-r {admin,super_admin}]

各項目の説明

-u, --username

新しいアカウントのユーザ名。

-r, --role

新しいアカウントの役割。可能な選択：admin、super_admin。

デフォルト：'admin'

ユーザの役割とその機能の詳細については、「セキュリティとユーザ管

理」を参照してください。

4. プロンプトが表示されたら、新しいユーザのパスワードを入力し、Enterキーを

押します。

新しいユーザが作成されます。

注：以下のコマンドは、ユーザを削除します。

user delete [-h] -u USERNAME
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ユーザ管理の設定

ユーザ関連のコマンドの詳細については、「コマンド リファレンスガイド」の

「user」を参照してください。
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ユーザ管理の設定

ユーザの更新

このセクションでは、ユーザを更新する方法について説明します。

以下の手順に従います。

1. Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバにログインします。

2. コマンド プロンプトで、以下のコマンドを入力します。

user list

既存のユーザのリストが表示されます。

3. 以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

user update [-h] -u USERNAME [-r {admin,super_admin}]

各項目の説明

-u, --username

変更するアカウントのユーザ名。

-r, --role

新しいアカウントの新しい役割。可能な選択：admin、super_admin

ユーザが更新されます。

ユーザ関連のコマンドの詳細については、「コマンド リファレンスガイド」の

「user」を参照してください。
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アクセスキーの作成

アクセスキーの作成

このセクションでは、アクセスキーの作成方法について説明します。このアクセス

キーは、UDPおよびクラウド コンソールで Arcserveサイバーレジリエンスストレージ

アカウントを設定するときに使用されます。

詳細については、「UDPソリューションガイド」の「サイバーレジリエンスストレージ

アカウントの追加」を参照してください。

以下の手順に従います。

1. Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバにログインします。

2. コマンド プロンプトで以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

key list

既存のキーのリストが表示されます。

3. 次に、以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

key create [-h] -i ID [-c [COMMENT]]

各項目の説明

-i, --id

アクセスキーの識別子

-c, --comment

オプションのコメント

新しいキーが作成され、ID とシークレット アクセスキーが表示されます。キー

をコピーして安全に保管します。

キー関連のコマンドの詳細については、「コマンド リファレンスガイド」の「key」
を参照してください。

40 Arcserveサイバーレジリエンスストレージのインストールおよびセットアップガイド

https://documentation.arcserve.com/Arcserve-UDP/Available/10.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/SolG/default.htm
https://documentation.arcserve.com/Arcserve-UDP/Available/10.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/SolG/default.htm#UDPSolnGuide/add_crs_account.htm
https://documentation.arcserve.com/Arcserve-UDP/Available/10.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/SolG/default.htm#UDPSolnGuide/add_crs_account.htm
https://documentation.arcserve.com/Arcserve-UDP/Available/10.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/CRG/default.htm#CRS_Command_Reference_Guide/key.htm
https://documentation.arcserve.com/Arcserve-UDP/Available/10.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/CRG/default.htm


第8章 :サポートとの連携

このセクションでは、Arcserveサポートと連携してシステムのトラブルシューティングを

行う方法について説明します。サポート チームと連携して問題を迅速に特定して

解決することで、システムを復旧し、ダウンタイムを最小限に抑えることができま

す。

具体的に、このセクションには、以下のトピックが含まれます。

サポート バンドルのアップロード 42

サポートのリモート アクセスを有効にする 43

第8章 :サポートとの連携 41



サポート バンドルのアップロード

サポート バンドルのアップロード

このセクションでは、サポート バンドルを作成およびアップロードする方法について

説明します。

サポートバンドルを生成すると、ログ、設定の詳細、その他の診断情報を安全に

共有できるため、Arcserveサポート チームが問題を特定してすばやく解決するの

に役立ちます。

以下の手順に従います。

1. Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバにログインします。

2. コマンド プロンプトで以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

support upload-bundle [-h] [-t TAG]

各項目の説明

-t, --tag

サポート バンドルを簡単に識別できるオプションのタグ。このタグは 1つの

文字列である必要があります。

注：デフォルトでは、バンドル名の先頭にタグが付き、その後にマシン名

とサポート バンドルが生成された時間が続きます。タグを使用すると、バ

ンドルを簡単に識別できます。

サポート バンドルが作成され、リレーサーバにアップロードされます。Arcserve
サポートはそこからバンドルにアクセスして読み取り、問題を診断して解決

策を提供します。
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サポートのリモート アクセスを有効にする

サポートのリモート アクセスを有効にする

このセクションでは、Arcserveサポートのリモート アクセスを有効にする方法につい

て説明します。

以下の手順に従います。

1. Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバにログインします。

2. コマンド プロンプトで以下のコマンドを入力して、Enterキーを押します。

support enable [-h] [-r RELAY] [-p PORT]

各項目の説明

-r, --relay

リレーサーバアドレスを上書きする(オプション)。

デフォルト：''

-p, --port

リレーサーバポートを上書きする(オプション)。

デフォルト：0

ランダムなポート番号とパスワードが生成されます。サポート ユーザは、サ

ポート トンネル経由で Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバに接

続するために、ポート番号とシークレット キーを入力する必要があります。

ポート番号とパスワードの組み合わせは、1度のみ使用できます。

この例では、ポート番号は 45159で、パスワードは film-cause-decay-batch
です。

サポート ユーザが接続されると、CLIに以下のメッセージが表示されます。
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サポートのリモート アクセスを有効にする

「リモート サポートへのアクセスが開始されました。いつでも Ctrl + Cキーを使

用すると停止できます。」

注：サポート アクセスを無効にした後、以下のコマンドを使用して、アプライ

アンスがロックされ、外部ユーザへのアクセスが制限されていることを確認し

ます。

support enable [-h] [-r RELAY] [-p PORT]
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第9章 :一般的なエラーと問題

この章では、Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバの展開または管理

時に発生する一般的なエラーと問題について説明します。具体的には、以下の

トピックについて説明します。

ルート シェルにアクセスできない 46

単一のディスクで作成されたプールにディスクを追加できない 47

再起動時のデバイス名の変更 48

データストアサイズの違い 49

CLI とUDPコンソールで表記が違う 50

ファイルシステム空き容量が正しくない 51

IPアドレス形式の期待値が不明確 52

間違ったキーを入力しても検証メッセージが表示されない 53

Admin/Superuserアカウントのパスワードをリセットできない 54

2ディスクセットアップでプールの作成に失敗する 55

RAIDレベルをカスタマイズできますか? 56

リビルドArcserveサイバーレジリエンスストレージ 57

UDPのリビルド 58

セキュアブートが有効な状態で ISOを起動できない 59

アドホックスナップショットをインポートできないのはなぜですか? 60

ユーザはUDPのストレージ割り当て(使用容量および空き容量 )レポートを確認で
きますか? 61

logsコマンドが実行されている限り、ターミナルはタイムアウトしません 62
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ルート シェルにアクセスできない

ルート シェルにアクセスできない

現象

管理者またはスーパーユーザアカウントからルート シェルにアクセスできません。こ

れらの両方のアカウントには、システムの管理およびトラブルシューティングに使用

できるコマンドが制限されています。

解決策

Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバ CLIで使用可能なコマンドのみを

使用できます。CLIの範囲外のコマンドについては、Arcserveサポートにお問い合

わせください。
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単一のディスクで作成されたプールにディスクを追加できない

単一のディスクで作成されたプールにディスクを追加で

きない

現象

デフォルト プールを削除した後、新しいプールを作成し、ディスクを 1つ追加しまし

た。別のディスクを追加しようとすると、ユーザに以下のエラーが表示されます。

「ディスクの追加に失敗しました。エラー：単一のディスクで作成されたプールにディ

スクを追加できません。」

解決策

Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバは、単一ディスク(初期 )プールへ

のディスクの追加はサポートしていません。
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再起動時のデバイス名の変更

再起動時のデバイス名の変更

現象

デバイス名、特にOS ドライブのパーティション名は、再起動のたび変更されます。

解決策

デバイス番号はブート プロセス中に動的に割り当てられ、デバイスが検出される

順序は異なる場合があります。Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバ

はデバイスGUIDに依存しています。
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データストアサイズの違い

データストアサイズの違い

現象

同じデータストアがUDPコンソールとArcserveサイバーレジリエンスストレージ

サーバで異なるサイズが表示されます。

解決策

Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバ v1.0の場合、すべてのストレージ

レポートは CLIからのみ行われます。
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CLI とUDP コンソールで表記が違う

CLI とUDP コンソールで表記が違う

現象

UDPコンソールとCLIでアクセスキーの表記が異なるのはなぜですか?

解決策

アクセスキーはArcserveサイバーレジリエンスストレージサーバ CLIでは ID と呼ば

れますが、UDPコンソールではアクセスキーと呼ばれます。
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ファイルシステム空き容量が正しくない

ファイルシステム空き容量が正しくない

現象

より大きな容量のディスクを RAIDアレイに追加すると、空き容量コマンドはより大

きなディスク容量を考慮せず、誤った情報を表示します。

解決策

新しいディスクの容量が既存のディスクよりも小さい場合、システムはエラーをス

ローします。ディスク容量がプール内の他のディスクの容量よりも大きい場合は、

既存のディスクのサイズのみが使用されます。これは、RAIDアレイの正常な動作

です。
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IPアドレス形式の期待値が不明確

IPアドレス形式の期待値が不明確

現象

IPアドレス形式の期待値が明確でないため、ユーザは操作を続行できません。マ

スクが必要であることを認識していないためです。

解決策

IPアドレスはマスクされるようにCIDR形式で入力する必要があります。
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間違ったキーを入力しても検証メッセージが表示されない

間違ったキーを入力しても検証メッセージが表示され

ない

現象

UDPにArcserveサイバーレジリエンスストレージアカウントを追加するときに、間

違ったキーを入力しても検証メッセージが表示されません。システムは、キーの有

効性に関係なく設定を受け入れて保存します。

解決策

これは、Arcserveサイバーレジリエンスストレージ v1.0の既知の制限です。

第9章 :一般的なエラーと問題 53



Admin/Superuserアカウントのパスワードをリセットできない

Admin/Superuserアカウントのパスワードをリセットでき

ない

現象

ユーザがログインパスワードを忘れた場合、admin/superuserアカウントのパスワー

ドをリセットできません。

解決策

ユーザが自分でパスワードをリセットすることはできません。修復インストールを行う

には、Arcserveサポートにお問い合わせください。
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2ディスクセットアップでプールの作成に失敗する

2ディスクセットアップでプールの作成に失敗する

現象

2ディスクセットアップでプール作成が失敗し、「ミラー冗長性がサポートされていま

せん」というエラーが発生します。

解決策

これはArcserveサイバーレジリエンスストレージサーバ v1.0の正常な動作です。
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RAID レベルをカスタマイズできますか?

RAIDレベルをカスタマイズできますか?

現象

Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバでは、プールの作成時に使用す

る RAID ( RAIDZ1 / 2/3) をユーザが決定できますか?

解決策

3つ以上のディスクでプールを設定する場合、Arcserveサイバーレジリエンススト

レージサーバ v1.0では RAIDZ1のみを使用できます。
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リビルドArcserveサイバーレジリエンスストレージ

リビルドArcserveサイバーレジリエンスストレージ

インストールが動作しなくなった場合、またはOSディスクのハードウェア障害または

その他のオペレーティングシステムの問題が原因で起動できない場合、データス

トアディスクが分離されている場合は、いつでも修復インストールを実行して

Arcserveサイバーレジリエンスストレージボックスをリビルドできます。

詳細については、「インストール環境の復旧」を参照してください。
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UDPのリビルド

UDPのリビルド

UDP RPSサーバがクラッシュしても Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバ

が破損していない場合は、データストアのインポート オプションを使用してデータ

ストアを再作成できます。UDPをリビルドするには、以下の手順に従います。

UDPを再インストールする

新しいアクセスキー ID/シークレット キーの組み合わせを作成する

UDPサーバで新しい認証プロファイルを作成する

新しい認証プロファイルを使用して、既存のプール、ファイルシステム、および

ポートを指定して、データストアをインポートする

詳細については、「UDPソリューションガイド」を参照してください。
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セキュアブートが有効な状態で ISO を起動できない

セキュアブートが有効な状態で ISOを起動できない

現象

セキュアブートが有効な場合、ISOは起動しません。PXEブート モードになります。

解決策

セキュアブートは、Arcserveサイバーレジリエンスストレージ v1.0ではサポートされ

ていません。
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アドホックスナップショットをインポートできないのはなぜですか?

アドホックスナップショットをインポートできないのはなぜ

ですか?

現象

作成したアドホックスナップショットをインポートできず、ログにそのレコードが表示さ

れないのはなぜですか?

解決策

Arcserveサイバーレジリエンスストレージサーバ v1.0では、読み取り専用データ

ストアとしてのみスナップショットをインポートできます。通常のスナップショット (読み

取り/書き込み)のインポートは、UDPおよびクラウド コンソールの［スナップショット

の表示］リスト ウィンドウからのみ機能します。
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ユーザはUDPのストレージ割り当て(使用容量および空き容量 )レポートを確認できますか?

ユーザはUDPのストレージ割り当て(使用容量および

空き容量 )レポートを確認できますか?

現象

ユーザはUDPでストレージ割り当てレポートを確認できますか?

解決策

すべてのストレージレポートはArcserveサイバーレジリエンスストレージサーバ CLI
からのみ行われます。
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logs コマンドが実行されている限り、ターミナルはタイムアウトしません

logs コマンドが実行されている限り、ターミナルはタイム

アウトしません

現象

logsコマンドが実行されている限り、ターミナルはタイムアウトしません。

解決策

これはArcserveサイバーレジリエンスストレージサーバ v1.0の正常な動作です。
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第10章 :付録

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

コマンド リファレンス 64
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コマンド リファレンス

コマンド リファレンス

Arcserveサイバーレジリエンスストレージ ドキュメントには、コマンド リファレンスガ

イドも含まれています。このガイドには、使用可能なシェルコマンドのリスト、構

文、説明が記載されています。詳細については、「コマンド リファレンスガイド」を

参照してください。
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